
朝食無料サービス（和・洋バイキング　AM6:30～9:30）
自衛隊様特別価格 4,500円（シングルルーム）

鳥栖駅より徒歩1分です。 鳥栖インターチェンジより車で10分

TEL 0942-87-3939　FAX 0942-87-3535
http://www.sunhotel-tosu.com　〒841-0034　佐賀県鳥栖市京町781-1

ご予約･お問合せはこちら

＊日替ランチ ￥600
　デミコーヒー付き

住所：小郡市小郡768-5
（大原中学校グランド東） 電話：0942-72-8687

＊ほろ酔いセット ￥1,500
瓶ビール1本、
焼酎1杯、
おつまみ1皿

（税込） （税込）

発 行 所
ときわぎ会九州支部
小郡市小郡2277

小郡駐屯地公式
Ｉｎｓｔａｇｒａｍ

コンテナヤード造成工事

機関銃用掩体の構築 汀線部障害の構築

民生品を活用した港湾障害

水際地雷敷設準備

汀線部障害の全景

昼夜連続での施設支援 ライナープレートによる指揮所用掩壕構築

ドローンを活用した上空からの予備経路偵察 宝満川に全通した浮橋

荒廃した幹線道路の復旧

活動部隊との無線通信 パネル橋ＭＧＢの架設 組立家屋の構築

令 和 3 年 度 団 訓 練 検 閲
4 個 部 隊 ・ 2 個 直 轄 班 の 訓 練 成 果 を 評 価

　団
は
、
７
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
の
間
、
第
１
０
３
施
設
器
材

隊
、
第
３
０
５
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
、
団
偵
察
班
及
び
通
信
班
の
訓

練
検
閲
を
行
い
ま
し
た
。

　本
検
閲
に
お
い
て
受
閲
部
隊
は
、
日
出
生
台
・
十
文
字
原
・
霧

島
各
演
習
場
を
は
じ
め
九
州
全
域
に
展
開
し
、
使
用
経
路
等
の
施

設
偵
察
、
中
継
所
の
開
設
に
よ
る
通
信
確
保
を
行
う
と
と
も
に
、

方
面
兵
站
施
設
と
し
て
の
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
造
成
や
方
面
被
拘
束

者
収
容
所
の
構
築
、
道
路
補
修
に
必
要
な
資
材
運
搬
、
荒
廃
し
た

道
路
の
補
修
、
河
川
に
対
す
る
橋
梁
架
設
等

の
任
務
を
行
い
、
方
面
隊
の
全
般
支
援
に
任

ず
る
部
隊
と
し
て
各
種
施
設
支
援
を
完
遂
し

ま
し
た
。

記録映像
はこちら

記録映像
はこちら

第
２
次
検
閲
方
面
隊
の
全
般
支
援
に

任
じ
施
設
作
業
を
完
遂

第
１
次
検
閲

第
８
師
団
と
と
も
に

島
し
ょ
防
衛
任
務
を
完
遂

　団
は
、
６
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
の

間
、
日
出
生
台
演
習
場
に
お
い
て
、
島

し
ょ
防
衛
に
任
ず
る
師
団
に
配
属
さ
れ

た
施
設
群
及
び
水
際
障
害
中
隊
の
行
動

を
課
目
と
し
て
、
第
２
施
設
群
及
び
第

３
０
３
水
際
障
害
中
隊
の
訓
練
検
閲
を

行
い
ま
し
た
。

　検
閲
期
間
中
は
悪
天
候
が
続
き
ま
し

た
が
、
降
雨
を
も
の
と
も
せ
ず
、
敵
の

着
上
陸
を
阻
止
す
る
た
め
の
水
際
地
雷

原
や
港
湾
・
汀
線
部
の
障
害
構
成
、
敵

の
機
動
を
制
限
す
る
た
め
の
障
害
構
成
、

部
隊
の
機
動
や
兵
站
活
動
に
必
要
な
機

動
路
の
整
備
、
指
揮
所
や
射
撃
陣
地
等

40
カ
所
を
超
え
る
陣
地
構
築
、
戦
車
隊

の
機
動
打
撃
に
必
要
な
障
害
処
理
・
障

害
構
成
等
、
昼
夜
を
問
わ
ず
各
種
施
設

支
援
任
務
に
邁
進
し
、
施
設
群
及
び
水

際
障
害
中
隊
の
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
て
、

第
８
師
団
の
島
し
ょ
防

衛
任
務
完
遂
に
寄
与
し

ま
し
た
。

　

〇前　　職
　第３施設大隊第１係主任
〇座右の銘
　苦しい時こそ強くあれ
〇抱　　負
　隊員と共に部隊精強化に
邁進いたします。引き続き、中隊に対するご
支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

３等陸佐
樋口　伸也

第３０５ダンプ車両中隊長 新
着
任
部
隊
長
紹
介
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重材料運搬（第２施設群）

連結（第９施設群） 木工（第２施設群）

植杭（第９施設群） 連結（第２施設群） 群長訓示（第９施設群） 教育隊旗授与（第９施設群） 教育隊旗授与（第２施設群）

教育開始式（第９施設群） 教育開始式（第２施設群）

　第
２
施
設
群
（
群
長  

前
原  

幸
雄

１
佐
）
及
び
第
９
施
設
群
（
群
長

　

建
部 

広
喜 
１
佐
）
は
、
前
期
教
育

を
修
了
し
た
新
入
隊
員
に
対
す
る
特

技
（
後
期
）
教
育
の
開
始
に
あ
た
り
、

７
月
３
日
及
び
５
日
に
そ
れ
ぞ
れ
教

育
開
始
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　緊
張
し
た
面
持
ち
で
整
列
し
た
隊

員
た
ち
は
、
熱
意
溢
れ
る
申
告
を
行

い
、
真
剣
な
眼
差
し
で
群
長
の
激
励

に
応
え
る
等
こ
れ
か
ら
始
ま
る
教
育

に
対
す
る
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　本
年
は
、
両
施
設
群
で
同
時
に
特

技
教
育
を
担
任
し
て
お
り
、
隊
員
た

ち
は
、
第
５
施
設
団
の
先
輩
で
あ
る

教
官
・
助
教
か
ら
、
施
設
技
術
と
施

設
科
の
精
神
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
ス
ピ

リ
ッ
ツ
）
を
学
び
ま
す
。

　９
月
下
旬
の
教
育
修
了
に
向
け
て
、

真
夏
の
厳
し
い
日
差
し
に
も
負
け
ず
、

訓
練
は
順
調
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

施
設
科
隊
員
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
隊
員
達
の
成
長
に
、
乞
う

ご
期
待
を
！

施
設
科
隊
員
へ
の
第
一
歩

後
期
教
育
開
始
！

転

　出

　者

第
５
施
設
団
本
部

　１
尉

　國
井

　慎
司

　（第
６
施
設
大
隊
へ
）

　
第
５
施
設
団
本
部
付
隊

　曹
長

　松
田

　暢
之

　（九
州
補
給
処
へ
）

　１
曹

　中
里

　一
雄

　（施
設
学
校
へ
）

第
２
施
設
群

　２
佐

　坊
原

　尚
記

　（第
３
７
２
施
設
中
隊
長

　
　
　
　
　
　
　兼
鯖
江
駐
屯
地
司
令
へ
）

　曹
長

　髙
山

　達
也

　（第
13
施
設
隊
へ
）

　曹
長

　田
中

　義
教

　（第
５
陸
曹
教
育
隊
へ
）

　曹
長

　皆
川

　浩
幸

　（飯
塚
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　曹
長

　金
谷

　茂

　（飯
塚
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　２
曹

　田
中

　康
輔

　（第
７
施
設
大
隊
へ
）

　２
曹

　岩
元

　利
彰

　（第
５
施
設
隊
へ
）

　２
曹

　作
田

　大
樹

　（施
設
学
校
へ
） 

　２
曹

　井
上

　和
也

　（第
３
０
４
施
設
隊
へ
）

　２
曹

　佐
藤

　哲
治

　（第
３
０
４
施
設
隊
へ
）

　２
曹

　北
村

　健
一

　（第
15
施
設
中
隊
へ
）

　２
曹

　杉
村

　岳
彦

　（福
岡
地
方
協
力
本
部
へ
）

　３
曹

　伏
田

　航

　（中
央
即
応
連
隊
へ
）

第
９
施
設
群

　１
尉

　山
﨑

　団

　（中
部
方
面
指
揮
所
訓
練
支
援
隊
へ
）

　１
尉

　松
本

　恒
作

　（第
４
施
設
大
隊
へ
）

　１
曹

　泉

　正
章

　（え
び
の
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　２
曹

　福
永

　雄
史

　（宮
崎
地
方
協
力
本
部
へ
）

　２
曹

　向

　孝
志

　（第
２
施
設
大
隊
へ
）

　２
曹

　市
来

　一
孝

　（自
衛
隊
指
揮
通
信
シ
ス
テ
ム
隊
へ
）

　２
曹

　井
出

　仁

　（自
衛
隊
中
央
病
院
へ
）

　２
曹

　古
江

　治

　（第
３
施
設
大
隊
へ
）

　２
曹

　丸
山

　剛
史

　（第
３
後
方
支
援
連
隊
へ
）

　２
曹

　川
内

　和
彦

　（小
郡
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　３
曹

　山
口

　勇
太
郎

　（装
備
実
験
隊
へ
）

第
１
０
３
施
設
器
材
隊

　３
佐

　御
﨑

　義
信

　（西
部
方
面
総
監
部
へ
）

　１
尉

　中
堀

　和
彦

　（九
州
補
給
処
へ
）

令
和
３
年
度
前
期
異
動
者
紹
介

令
和
３
年
度
前
期
異
動
者
紹
介

　１
曹

　米
元

　幸
司

　（川
内
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　２
曹

　大
坪

　英
機

　（第
１
０
５
施
設
器
材
隊
へ
）

　２
曹

　古
川

　一

　（第
１
０
２
施
設
器
材
隊
へ
）

　２
曹

　石
田

　琢
也

　（第
１
０
２
施
設
器
材
隊
へ
）

　２
曹

　片
岡

　智
寿
雄

　（善
通
寺
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　２
曹

　原

　靖
幸

　（九
州
補
給
処
へ
）

　３
曹

　西
野

　奨
太

　（自
衛
隊
福
岡
病
院
へ
）

　３
曹

　蘇
木

　健
一

　（施
設
教
導
隊
へ
）

　
第
３
０
３
水
際
障
害
中
隊

　３
曹

　蛯
原

　幸
蔵

　（第
３
０
５
施
設
隊
へ
）
　

第
３
０
５
ダ
ン
プ
車
両
中
隊

　３
佐

　竹
内

　豊
浩

　（施
設
学
校
へ
）

　１
曹

　平
山

　和
幸

　（西
部
方
面
混
成
団
本
部
へ
）

　２
曹

　高
橋

　寿
明

　（第
３
０
３
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
へ
）

　３
曹

　井
上

　翼

　（第
３
０
３
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
へ
）

　３
曹

　片
岡

　慎
太
郎

　（施
設
教
導
隊
へ
）

　３
曹

　池
口

　大
輝

　（第
３
０
５
施
設
隊
へ
）

第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊

　１
尉

　加
藤

　隆
二

　（西
部
方
面
総
監
部
へ
）

　２
尉

　山
下

　雄
大

　（東
北
方
面
後
方
支
援
隊
へ
）

　２
曹

　梅
田

　健
男

　（第
１
０
２
施
設
直
接
支
援
大
隊
へ
）

　３
曹

　塚
本

　琴
妃

　（第
１
０
１
特
科
直
接
支
援
隊
へ
）

　
小
郡
駐
屯
地
業
務
隊

　１
曹

　田
中

　秀
明

　（九
州
補
給
処
へ
）
　

第
３
６
１
会
計
隊

　３
曹

　松
田

　拓
海

　（第
15
旅
団
司
令
部
付
隊
へ
）

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
小
郡
派
遣
隊

　２
曹

　石
川

　真
一
朗

　（第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
本
部
へ
）

転

　入

　者

第
５
施
設
団
本
部
付
隊

　曹
長

　佐
藤

　直
也

　（西
部
方
面
混
成
団
本
部
か
ら
）

第
２
施
設
群

　３
佐

　吉
田

　真
治

　（施
設
学
校
か
ら
）

　准
尉

　大
蔵

　賢
士

　（第
４
師
団
司
令
部
付
隊
か
ら
）

　曹
長

　森
高

　良
一

　（第
17
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　曹
長

　森

　徹
也

　（水
陸
機
動
団
後
方
支
援
大
隊
か
ら
）

　２
曹

　中
道

　純
平

　（第
３
施
設
大
隊
か
ら
）

　２
曹

　足
立

　雅
典

　（施
設
学
校
か
ら
）

　２
曹

　丸
林

　靖
司

　（水
陸
機
動
団
本
部
付
隊
か
ら
）

第
９
施
設
群

　１
尉

　川
尻

　将
久

　（幹
部
候
補
生
学
校
か
ら
）

　１
尉

　田
中

　駿
乃
介

　（第
４
施
設
群
か
ら
）

　曹
長

　山
下

　智
弘

　（川
内
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら
）

　１
曹

　森

　武
臣

　（南
恵
庭
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら
）

　２
曹

　川
村

　聖

　（航
空
学
校
か
ら
）

　２
曹

　黒
木

　健

　（第
６
施
設
群
か
ら
）

　３
曹

　鈴
木

　将
洋

　（第
５
施
設
群
か
ら
）

　３
曹

　藤
井

　功

　（第
３
施
設
大
隊
か
ら
）

第
１
０
３
施
設
器
材
隊

　１
曹

　田
中

　宏
明

　（施
設
学
校
か
ら
）

　２
曹

　馬
場

　健
徳

　（第
１
０
２
施
設
器
材
隊
か
ら
）

　２
曹

　岩
橋

　寛
晋

　（第
１
０
２
施
設
器
材
隊
か
ら
）

　２
曹

　野
田

　昌
裕

　（施
設
教
導
隊
か
ら
）

　２
曹

　青
木

　勇
次

　（第
１
０
１
施
設
器
材
隊
か
ら
）
　

第
３
０
５
ダ
ン
プ
車
両
中
隊

　３
佐

　樋
口

　伸
也

　（第
３
施
設
大
隊
か
ら
）

　２
曹

　池
田

　真
和

　（第
３
０
３
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
か
ら
）

第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊

　１
尉

　日
下
部

　貢

　（東
部
方
面
総
監
部
か
ら
）

　２
尉

　新
田

　瑠
維

　（西
部
方
面
後
方
支
援
隊
本
部
か
ら
）

　２
曹

　柏
戸

　拓
馬

　（与
那
国
沿
岸
監
視
隊
か
ら
）

小
郡
駐
屯
地
業
務
隊

　３
佐

　山
本

　精
二

　（西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
か
ら
）

　曹
長

　堀
田

　直
行

　（第
15
後
方
支
援
隊
か
ら
）

　曹
長

　河
津

　敏
彦

　（情
報
本
部
か
ら
）

　１
曹

　荒
木

　幸
一
郎

　（福
岡
地
方
協
力
本
部
か
ら
）

　２
曹

　川
内

　和
彦

　（第
９
施
設
群
か
ら
）

第
３
６
１
会
計
隊

　２
尉

　林

　秀
一

　（第
４
４
２
会
計
隊
か
ら
）

　士
長

　大
屋

　隆
史

　（第
３
６
３
会
計
隊
か
ら
）

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
小
郡
派
遣
隊

　２
曹

　黒
木

　俊
幸

　（第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊

　
　
　
　
　
　シ
ス
テ
ム
電
話
隊
か
ら
）
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第
　
２
　
施
　
設
　
群

第
　
９
　
施
　
設
　
群

第
１
０
３
施
設
器
材
隊

隊容検査で隊員を激励する群長

やる気溢れる新隊員集合写真

装輪装甲車のガナー（３６７Ｅ田中曹長）

　
６
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
の
間
、

第
２
施
設
群
長
以
下
２
０
７
名
は
、

日
出
生
台
演
習
場
に
お
い
て
、
令

和
３
年
度
第
２
施
設
群
訓
練
検
閲

を
受
閲
し
ま
し
た
。
群
長
要
望
事

項
で
あ
る
「
敵
を
意
識
し
、
一
歩

前
へ
」「
敵
を
意
識
し
、
為
す
べ
き

こ
と
を
為
せ
！
」「
２
施
群
の
隊
員

ら
し
く
あ
れ
！
」
を
胸
に
刻
み
、

隊
員
一
人
一
人
が
持
ち
得
る
施
設

技
術
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
群

一
丸
と
な
り
本
訓
練
検
閲
の
任
務

を
完
遂
し
「
概
ね
優
良
」
の
評
価

を
得
ま
し
た
。

　
群
は
、
７
月
３
日
に
令
和
３
年

度
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期「
施

設
」
及
び
新
隊
員
特
技
課
程
後
期

「
施
設
」
の
教
育
開
始
式
を
実
施
し

ま
し
た
。
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
26

名
は
、
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
た
表

情
で
開
始
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　
今
後
新
隊
員
は
、
厳
し
く
も
愛

情
あ
ふ
れ
る
教
官
達
の
指
導
の
下
、

同
期
と
共
に
切
磋
琢
磨
し
、
施
設

科
隊
員
と
し
て
必
要
な
知
識
と
技

能
を
学
び
、
日
本
で
一
番
熱
く
忘

れ
ら
れ
な
い
夏
を
過
ご
す
こ
と
で

し
ょ
う
。

２５km行進訓練

前進命令下達（偵察班）アンテナ建柱（通信班）

パネル橋ＭＧＢ架設完了整　地

総合訓練任務完遂

　
第
９
施
設
群
教
育
隊
は
、
６
月

２
日
か
ら
６
日
ま
で
の
間
、
十
文

字
原
演
習
場
に
お
い
て
自
衛
官
候

補
生
課
程
教
育
の
総
合
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　
本
教
育
の
集
大
成
で
あ
る
各
種

訓
練
（
戦
闘
訓
練
、
夜
間
の
歩
哨

訓
練
、
25
㎞
行
進
等
）
に
、
一
人
一

人
が
真
剣
に
取
り
組
み
、
班
及
び

区
隊
の
更
な
る
成
長
と
団
結
を
遂

げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
候
補
生
達
は
、
一
人
も
欠
け
る

こ
と
な
く
修
了
式
を
迎
え
、
７
月

１
日
、
期
待
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の

新
任
地
（
後
期
教
育
）
に
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
本
部
管
理
中
隊
は
、
６
月
23
日

か
ら
25
日
ま
で
の
間
、
大
矢
野
原

演
習
場
に
お
い
て
、
偵
察
班
及
び

通
信
班
の
訓
練
検
閲
を
行
い
ま
し

た
。
　
　

　
島
し
ょ
防
衛
に
任
ず
る
旅
団
に

配
属
さ
れ
た
施
設
群
の
偵
察
班
と

し
て
、
主
力
部
隊
が
安
全
に
前
進

で
き
る
よ
う
予
備
経
路
を
含
め
た

道
路
偵
察
を
実
施
す
る
等
班
の
保

持
す
る
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
、

班
の
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

　
通
信
班
に
お
い
て
も
、
有
線
・

無
線
構
成
を
実
施
し
て
通
信
網
を

確
立
し
、
班
の
任
務
を
完
遂
し
ま

し
た
。
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
班
の

大
半
を
占
め
る
女
性
隊
員
は
大
い

に
活
躍
し
ま
し
た
。

　
隊
は
、
５
月
29
日
か
ら
６
月
３
日

ま
で
の
間
、
高
良
台
演
習
場
に
お
い

て
第
２
次
隊
野
営
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
車
両
行
進
・
集
結
地
の
占
領

に
引
き
続
き
、
架
橋
中
隊
に
特
殊
器

材
中
隊
の
隊
員
を
配
属
し
、
パ
ネ
ル

橋
Ｍ
Ｇ
Ｂ
の
架
設
訓
練
を
実
施
し
て
、

器
材
隊
特
有
の
施
設
技
術
の
練
度
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
殊
器
材
中
隊
は
、
５
月

17
日
か
ら
６
月
４
日
ま
で
の
間
、
十

文
字
原
演
習
場
に
お
い
て
、
砕
石
舗

装
整
備
支
援
（
Ｉ
期
）
を
実
施
し
ま

し
た
。
約
１
０
０
ｍ×

30
ｍ
の
敷
地
造

成
に
よ
り
工
事
能
力
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

は

版
ど
い

　
20
年
程
前
、
私
は
中
東
の
ゴ

ラ
ン
高
原
に
展
開
す
る
国
連
兵

力
引
離
し
監
視
隊
（U

N
D
O
F

）

の
司
令
部
要
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
。
夏
に
は
気
温
が
50
度

を
超
え
る
環
境
の
中
で
、
要
員

が
生
活
す
る
宿
営
地
に
は
な
ぜ

か
サ
ウ
ナ
が
あ
っ
た
。U

N
D
O
F

が
創
設
さ
れ
た
当
時
、
サ
ウ
ナ

で
有
名
な
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら

要
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
理
由
だ
と
聞
い
た
。
勤
務
後

に
他
国
同
僚
達
と
利
用
し
サ
ウ

ナ
の
中
で
汗
を
流
し
な
が
ら
議

論
し
た
こ
と
は
、
今
と
な
っ
て

は
い
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。

１
年
間
の
任
務
期
間
を
終
え
日

本
に
帰
国
し
た
が
、
サ
ウ
ナ
に

入
る
こ
と
は
私
の
趣
味
の
一
つ

に
な
っ
た
（
現
在
は
な
か
な
か

入
れ
て
い
な
い
が
）。

　
こ
こ
で
、
サ
ウ
ナ
の
効
能
を

一
つ
紹
介
し
た
い
。
人
間
の
身

体
に
は
、
温
度
を
感
知
す
る
セ

ン
サ
ー
が
２
つ
あ
り
、
一
つ
は

皮
膚
に
あ
り
皮
膚
の
温
度
変
化

を
感
知
し
、
も
う
一
つ
は
脳
の

中
で
血
液
の
温
度
を
感
知
す
る

も
の
だ
そ
う
だ
。
サ
ウ
ナ
に
入

る
と
、
こ
の
二
つ
の
セ
ン
サ
ー

は
温
度
の
上
昇
を
脳
の
中
枢
に

伝
え
、
自
律
神
経
を
通
し
て
血

液
循
環
の
速
度
な
ど
を
調
整
し

体
温
を
下
げ
よ
う
と
す
る
。
こ

の
よ
う
に
、
体
温
を
一
定
に
保

と
う
と
す
る
機
能
を
、
短
時
間

で
活
性
化
す
る
こ
と
が
サ
ウ
ナ

を
通
じ
て
で
き
る
ら
し
い
。
な

ん
の
気
兼
ね
も
な
く
サ
ウ
ナ
を

利
用
で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

  

第
５
施
設
団
副
団
長

　１
等
陸
佐
　小
板
橋
　順
次
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対空挺ヘリボン障害構成の植杭作業

水際地雷敷設準備を行う基地

隊容検査

侵攻する敵航空機への対空射撃 展開地に進入する偵察先発隊

停弾堤の廃弾回収 法面保護シートの張替え

直通回線構成配線作業個人用掩体経始要領の教育風景防犯指導取締

第
３
０
３
水
際
障
害
中
隊

第
５
施
設
団
本
部
付
隊

第
３
０
５
ダ
ン
プ
車
両
中
隊

　
中
隊
は
、
６
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で

の
間
、
日
出
生
台
演
場
に
お
い
て
中
隊

訓
練
検
閲
を
受
閲
し
ま
し
た
。
中
隊
長

要
望
事
項
「
全
部
や
る
」
の
精
神
を
中

隊
一
同
心
に
刻
み
、
方
面
唯
一
無
二
の

水
際
障
害
中
隊
と
し
て
、
水
際
地
雷
原

の
構
成
と
港
湾
障
害
の
構
成
等
を
行
い

ま
し
た
。
厳
し
い
日
差
し
や
激
し
い
風

雨
に
も
負
け
ず
、
第
８
師
団
の
勝
ち
目

に
最
大
限
寄
与
す
る
た
め
の
任
務
を
無

事
に
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
７
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
の
間
、
団

偵
察
班
及
び
団
通
信
班
が
訓
練
検
閲
を

受
閲
し
ま
し
た
。

　
受
閲
に
あ
た
り
、
偵
察
班
は
「
団
長

の
耳
目
」
と
し
て
、
通
信
班
は
、「
団

の
指
揮
・
統
制
の
命
脈
」
を
担
う
部
隊

と
し
て
の
矜
持
を
胸
に
任
務
に
あ
た
り

ま
し
た
。
悪
天
候
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
前
回
の
是
正
及
び
練
成
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
、総
合
評
価
「
良
好
」

の
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

　
隊
は
、５
月
24
日
か
ら
27
日
の
間
、

第
９
施
設
群
の
支
援
を
受
け
て
、
第

１
回
桜
谷
射
撃
場
定
期
整
備
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
場
内
全
域
の
草
刈
り
、
停
弾
堤
の

廃
弾
回
収
・
成
形
、
降
雨
の
影
響
で

崩
れ
た
法
面
の
保
護
シ
ー
ト
張
替

え
、
３
０
０
ｍ
射
座
の
植
生
マ
ッ
ト

貼
り
付
け
等
、
長
年
の
使
用
で
劣
化

し
て
い
た
箇
所
も
含
め
た
機
能
維
持

整
備
を
行
い
ま
し
た
。
射
撃
場
の
訓

練
基
盤
を
整
え
る
と
と
も
に
、
射
場

の
長
期
安
定
使
用
と
使
用
部
隊
へ
の

よ
り
良
い
訓
練
環
境
提
供
に
寄
与
し

ま
し
た
。

　
派
遣
隊
は
、
６
月
16
日

か
ら
６
月
18
日
ま
で
の

間
、
第
３
回
中
隊
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
直
通
回

線
の
構
成
や
シ
ス
テ
ム
機

器
の
設
定
要
領
等
の
練
成

を
行
い
、
部
隊
の
基
本
的

行
動
及
び
隊
員
の
基
礎
動

作
の
練
度
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
隊
は
、
７
月
に
受
閲
す

る
訓
練
検
閲
に
向
け
、
６

月
16
日
に
小
郡
訓
練
場
に

お
い
て
練
成
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
個
人
用
掩
体
、

指
揮
所
用
天
幕
の
展
張
、

偽
装
訓
練
、
車
両
へ
の
タ

イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
装
着
、
自

衛
警
戒
戦
闘
等
の
訓
練
を

行
い
、
練
度
を
向
上
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊

駐
屯
地
業
務
隊

基
　
通
　
小
　
郡
　
派
　
遣
　
隊

第

３

６

１

会

計

隊

　
警
務
連
絡
班
は
、
６
月

29
日
、
飲
酒
運
転
防
止
に

係
る
施
策
の
一
環
と
し
て
、

防
犯
指
導
取
締
を
行
い
ま

し
た
。

　
業
務
隊
と
連
携
し
た
ア

ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
支

援
及
び
交
通
安
全
に
関
す

る
助
言
を
行
い
、
隊
員
の

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に

寄
与
し
ま
し
た
。

警
務
隊
小
郡
連
絡
班

　
中
隊
は
、
５
月
25
日
か
ら
27
日
の
間
、

日
出
生
台
演
習
場
に
お
い
て
第
３
回
中
隊

練
成
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
隊
本
部
は
、
集
結
地
占
領
、
指
揮
所

の
開
設
・
運
営
及
び
警
戒
・
自
衛
戦
闘
を

実
施
し
、
各
小
隊
は
、
交
通
作
業
の
ほ
か
、

障
害
構
成
（
対
空
挺
ヘ
リ
ボ
ン
障
害
）
を

演
練
し
、
隊
員
の
戦
闘
基
礎
動
作
の
練
度

を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
練
成
訓
練
に
よ
り
７
月
に
受
閲

す
る
中
隊
訓
練
検
閲
に
向
け
た
最
終
的
な

部
隊
訓
練
の
練
度
を
概
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
大
隊
は
、６
月
29
日
〜
30
日
の
間
、

大
野
原
演
習
場
に
お
い
て
第
１
回
大

隊
野
営
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
機
動

展
開
、
警
戒
自
衛
戦
闘
訓
練
を
行
う

中
で
、
大
隊
で
新
た
に
設
定
し
た
戦

闘
動
作
の
検
討
を
併
せ
て
実
施
し
ま

し
た
。
当
初
は
不
慣
れ
な
動
作
に
困

惑
す
る
隊
員
も
散
見
さ
れ
ま
し
た

が
、
訓
練
中
認
識
を
徹
底
す
る
場
を

設
定
し
、
不
明
確
な
点
等
を
把
握
し

再
徹
底
し
た
こ
と
で
、
訓
練
再
開
後

は
、
整
斉
円
滑
に
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
訓
練
を
通
し
て
、

一
隊
員
ま
で
動
作
を
徹
底
す
る
等
、

所
望
の
成
果
を
獲
得
し
ま
し
た
。
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誕
生
お
め
で
と
う
！

　第
３
０
５
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
の
「
ナ
イ
ス
ガ
イ
」山
田

３
曹
を
紹
介
し
ま
す
。

　副
分
隊
長
と
し
て
勤
務
す
る
山
田
３
曹
は
、強
靭
な
体

力
の
持
ち
主
で
格
闘
に
お
い
て
は
指
導
官
と
し
て
活
躍

し
、体
力
検
定
は
毎
年
１
級
で
す
。今
年
は
レ
ン
ジ
ャ
ー
き

章
を
手
に
入
れ
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、日
々
の
体
力

練
成
に
も
ま
す
ま
す
熱
が

入
っ
て
い
ま
す
。

　厳
し
い
体
力
練
成
の
合

間
に
バ
ス
釣
り
に
精
を
出

す
等
、仕
事
と
趣
味
を
全
力

で
楽
し
む
彼
は
、ま
さ
に
中

隊
の
ナ
イ
ス
ガ
イ
で
す
！

　私
も
山
田
３
曹
を
見
習

い
、体
力
練
成
に
励
み
た
い

で
す
。

　
　
　
　
投
稿
者
　
第
３
０
５
ダ
ン
プ
車
両
中
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
曹
　
関
谷
　
直
樹

釣ったブラックバスと記念撮影釣ったブラックバスと記念撮影

　私
た
ち
夫
婦
は
令
和
２

年
７
月
29
日
に
入
籍
し
、

ま
も
な
く
１
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
１

年
で
生
活
ス
タ
イ
ル
が
が

ら
り
と
変
わ
り
ま
し
た

が
、
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　３
月
に
は
新
し
い
家
族

も
増
え
、
子
育
て
も
夫
婦

で
協
力
し
な
が
ら
行
っ
て

い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
先
大
変
な
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
家
族
３
人
で

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
投
稿
者
　
第
３
６
１
会
計
隊２

尉
　
大
木
　
智
之

　第
２
施
設
群
本
部
管
理
中
隊
補
給
班
に
勤
務
す
る
金
谷

曹
長
を
紹
介
し
ま
す
。

　多
忙
の
中
、
金
谷
曹
長
が
補
給
班
長
と
し
て
日
々
の
業

務
に
邁
進
す
る
姿
に
尊
敬
の
念

を
抱
い
て
ま
す
。
ま
た
、
５
月

に
実
施
し
た
補
給
班
検
閲
で

は
、
班
員
に
対
し
「
俺
に
つ
い

て
こ
い
」
と
要
望
し
、
類
ま
れ

な
る
統
率
力
で
班
を
牽
引
し
て

「
概
ね
優
良
」
の
評
価
を
頂
き
、

補
給
班
一
同
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　誰
も
が
尊
敬
す
る
金
谷
曹
長

で
す
が
、
班
員
一
同
か
ら
お
願

い
が
あ
り
ま
す
。
タ
バ
コ
と
お

酒
が
大
好
き
な
金
谷
曹
長
の
健

康
が
心
配
な
の
で
、
ど
う
か
ほ

ど
ほ
ど
に
お
願
い
し
ま
す
ね
。

　
　
　
投
稿
者
　
第
２
施
設
群
本
部
管
理
中
隊

１
曹
　
吉
見
　
哲
也

家族３人で頑張ります家族３人で頑張ります
補給班訓練検閲受閲補給班訓練検閲受閲

真剣勝負の姉妹（左長女、右次女）真剣勝負の姉妹（左長女、右次女）

家
族
投
稿

★★★★★

★★
★ ★★

職
場
の
ナ
イ
ス
ガ
イ

職
場
の
ナ
イ
ス
ガ
イ

職
場
の
ナ
イ
ス
ガ
イ

新
婚
さ
ん

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

　小
学
５
年
生
と
２
年
生
の
私
の
娘
は
、
小
郡
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　２
年
生
の
次
女
は
、
ま
だ
ま
だ
上
手
く
出
来
な
い
事
が

多
い
で
す
が
、
５
年
生
の
長

女
は
最
近
、
グ
ン
グ
ン
成
長

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。　現

在
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

自
粛
し
て
い
た
練
習
も
再
開

さ
れ
、
試
合
に
向
け
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　年
少
の
三
女
は
ま
だ
長
女

と
次
女
の
勝
負
に
は
入
れ
ま

せ
ん
が
、
練
習
や
試
合
を
見

に
行
っ
た
時
に
、
娘
の
成
長

を
感
じ
る
の
が
私
の
楽
し
み

で
す
。

　
　
　
　
投
稿
者
　
第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊

３
曹
　
下
村
　
大
智

中隊での職務：   施設手
入 隊 の 動 機：   人を助ける誇らしい仕事がしたかった為
　　　　　　　  入隊を志願しました。

第３０３水際障害中隊
陸士長　佐々木 龍志

　生徒出身として絶えぬ
向上心をもって自衛隊に
貢献していきます。

小郡駐屯地 検索

第
１
０
３
施
設
器
材
隊
架
橋
中
隊

　２
曹

　皿
田

　佑
介

　

　
　
　
　
　
　
　志
織

　夫
妻

　
　
　長
男

　凱
久
く
ん

　
　
　
　
　
　
　５
月
27
日
生

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
小
郡
派
遣
隊

　１
尉

　富
田

　幸
夫

　
　
　
　
　
　
　優
衣

　夫
妻

　
　
　次
女

　瑞
葵
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　６
月
８
日
生

　
　
　
　
　
　

第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊
整
備
隊

　３
曹

　澤
畠

　幸
広

　

　
　
　
　
　
　
　未
来

　夫
妻

　
　
　長
女

　詩
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　６
月
15
日
生

　

第
５
施
設
団
本
部
付
隊

　３
曹

　深
川

　貴
博

　
　
　
　
　
　
　恵
麻

　夫
妻

　
　
　長
女

　楓
華
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　７
月
５
日
生
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絆
で
繋
ご
う
後
輩
へ

（
読
み
終
わ
っ
た
ら
家
族
・
知
人
に
送
ろ
う
）



SNACK

ボビー

〒838-0144 小郡市祇園2丁目6-7

TEL 0942-73-4881 店休日：水曜日

飲み放題2時間
　　  約3,000円
18時～20時は軽食付
  １人　3,500円
 ご利用できます。

5名様～で
3日前までに
　 ご予約ください。

ハイネスホテル久留米
久留米市天神1-6　☎32-7211

ペーハー 10.1 のトロットロの美肌の湯ペーハー 10.1 のトロットロの美肌の湯

営業時間：10：00 ～ 21：00（最終受付 20：00）
定休日：毎週水曜日（祝日は営業）
住　所：福岡県朝倉郡筑前町上高場７９５
ＴＥＬ：0946-23-0001  ＦＡＸ：0946-23-0011  http://www.hanatateyama.jp

カルナパーク花立山温泉

日帰り温泉、家族風呂、
宿泊もできます！
また、各種宴会も
承っています。

社会医療法人シマダ

久留米支社
〒830-0032
福岡県久留米市東町36-8
ステーションプラザ久留米ビル４階
TEL 0942-38-5682

As safe as the Rock
～ジブラルタ・ロックのように安心～

’’

’’

防衛省　   団体傷害保険

防衛省退職後団体傷害保険

職 員
家 族防衛省　　 　  がん保険

共済組合
団体取扱

防衛省　　 　  火災保険
共済組合
団体取扱

〈お見積･資料請求 http://webby.aflac.co.jp/bouei/〉

☆その他各種の損害保険
詳しくは、下記の駐屯地保険常駐員に
ご相談ください。【取扱代理店】

〈団体長期障害所得補償保険「長期所得安心くん」略称：GLTD〉
〈親介護補償（特約）オプション：組合員・配偶者の親御さん〉

小郡駐屯地：松岡・合原
090ー1257－4365（内線8－952－384）

地　域　と　と　も　に
駐 屯 地 外 柵 清 掃駐 屯 地 外 柵 清 掃

令和３年７月２日
お は よ う 運 動お は よ う 運 動

令和３年７月５日
自衛官候補生課程修了式自衛官候補生課程修了式

令和３年６月２３日

インターンシップ（就業体験）インターンシップ（就業体験）
令和３年７月２７日～２９日 施設科幹部ＯＢ会（ときわぎ会）九州支部

会員募集
西方管内の３尉以上の退官（予定）者は
どなたでも入会できます！

管内の会員相互の親睦と施設科部隊の支援をしています

入会の連絡はこちら

会員募集
西方管内の３尉以上の退官（予定）者は
どなたでも入会できます！

管内の会員相互の親睦と施設科部隊の支援をしています

入会の連絡はこちら
連絡（取次）先：小郡駐屯地第５施設団本部広報班
ＴＥＬ：０９４２－７２－３１６１（内線：２１８）

定
年
退
官
予
定
者
紹
介

定
年
退
官
予
定
者
紹
介

永
年
の
勤
務

　
　お
疲
れ
様
で
し
た

第
１
０
３
施
設
器
材
隊本部

付
隊

　曹
長

　池
田

　修
二

令
和
３
年
８
月
28
日
付

第
１
３
４
地
区
警
務
隊

小
郡
連
絡
班

　曹
長

　德
永

　徹

令
和
３
年
９
月
26
日
付

小
郡
駐
屯
地
業
務
隊

　曹
長

　河
津

　敏
彦

令
和
３
年
10
月
21
日
付

第
１
０
３
施
設
器
材
隊隊

本
部

　准
尉

　吉
野

　勇
二

令
和
３
年
10
月
23
日
付

第
２
施
設
群
本
部
管
理
中
隊

　曹
長

　林
田

　正
夫

令
和
３
年
11
月
４
日
付

小
郡
駐
屯
地
業
務
隊

　１
尉

　川
野

　清
春

令
和
３
年
11
月
12
日
付

小
郡
駐
屯
地
業
務
隊

　１
曹

　田
子
森

　裕
一

令
和
３
年
12
月
11
日
付

新型コロナウイルスの終息を願い
　　　　　　七夕の日に短冊を飾りました
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